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小川忠太郎先生 正眼の構え（昭和61年、宏道会剣

道場にて）

先生曰く「剣道は正眼に構えたままで迷いを生じさせ

ないようにする、これが究極である。二念を継がず」

会員問う「生きる目標如何？」先生答えて曰く「正念

相続」と。また曰く「正念相続を数息観でしっかりやり、

さらに直心影流法定之形、小野派一刀流の形、そして仕

上げに防具稽古の上でやれるように」「数息観は、一呼吸

の中に雑念を交えない。吸う息、吐く息の中に雑念を交

えない。一念・一念を正念化する。数息観こそ念々正念

に入る秘訣である」「正念相続の修行こそ人間形成の険関

であり、真髄である。念々正念の修行は、道場内だけで

はない。日常生活の上で、正念の工夫を絶やさない。こ

れが本当の剣道である」と。


